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○ 別表 （学部の学科、研究科の専攻等）

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
人 人） （％）( ) (

文学部 ７６０ ８９２ １１７．４
人文科学科 ７６０ ８９２ １１７．４

教育学部 ２２０ ２５５ １１５．９
教育学科 ２２０ ２５５ １１５．９

法学部 ８７０ １，０３５ １１９．０
法学課程 ８７０ １，０３５ １１９．０

経済学部＊ ７６０ ８４４ １１１．１
経済学科 ３００ ３５５ １１８．３
経営学科 ２７０ ２８９ １０７．０
１年次（学科分属前） １９０ ２００ １０５．３

理学部＊ １，２００ １，３１７ １０９．８
数学科 １５０ １６３ １０８．７
物理学科 １０５ １２４ １１８．１
化学科 ２２５ ２３４ １０４．０
生物科学科 ２４０ ２５４ １０５．８
地球科学科 １８０ １９２ １０６．７
１年次（学科分属前） ３００ ３５０ １１６．７

医学部 ９５０ ９９１ １０４．３
医学科 ５９０ ６０９ １０３．２
（うち医師養成に係る分野） （５９０） （６０９） （１０３．２）
保健学科 ３６０ ３８２ １０６．１

歯学部 ３６０ ３６６ １０１．７
歯学科 ３６０ ３６６ １０１．７
（うち歯科医師養成に係る分野） （３６０） （３６６） （１０１．７）

薬学部 ３２０ ３３７ １０５．３
総合薬学科 ３２０ ３３７ １０５．３

工学部＊ ２，７００ ２，９７２ １１０．１
材料工学科※１６ １２０ １４３ １１９．２
応用化学科※１６ ２１０ ２２３ １０６．２
情報工学科※１６ １８０ １９１ １０６．１
電子工学科※１６ １８０ １９０ １０５．６
システム工学科※１６ １８０ ２０５ １１３．９
応用物理学科※１６ １５０ １７８ １１８．７
原子工学科※１６ １２０ １３３ １１０．８
機械工学科※１６ ２４０ ２６９ １１２．１
土木工学科※１６ ２４０ ２５２ １０５．０
建築都市学科※１６ １３５ １４３ １０５．９
環境工学科※１６ １６５ １６９ １０２．４
資源開発工学科※１６ ９０ ９４ １０４．４
３年次編入学（各学科共通） ２０ ４７ ２３５．０
１年次（学科分属前） ６７０ ７３５ １０９．７

農学部＊ ８６０ ９４０ １０９．３
生物資源科学科 １０８ １１５ １０６．５
応用生命科学科 ９０ ９３ １０３．３
生物機能化学科 １０５ １１３ １０７．６
森林科学科 １０８ １１９ １１０．２
畜産科学科 ６９ ７４ １０７．２

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

農業工学科 ９０ １０２ １１３．３
農業経済学科 ７５ ８２ １０９．３
１年次（学科分属前） ２１５ ２４２ １１２．６

獣医学部 ２４０ ２５５ １０６．３
獣医学科 ２４０ ２５５ １０６．３

水産学部＊ ８６０ ９０９ １０５．７
水産海洋科学科 １２０ １３７ １１４．２
海洋生産システム学科 １２０ １５０ １２５．０
海洋生物生産科学科 １８０ １９８ １１０．０
海洋生物資源化学科 １８０ １９１ １０６．１
水産教員養成課程 ４５ ０ ０．０
（うち水産教員養成に係る分野） （４５） （０） （ ０．０）
１年次（学科分属前） ２１５ ２３３ １０８．４

合 計 １０，１００ １１，１１３ １１０．０

文学研究科 ４１３ ５４０ １３０．８
思想文化学専攻 ６３ ８４ １３３．３
（うち修士課程 （３６） （５３） （１４７．２）

博士課程） （２７） （３１） （１１４．８）
歴史地域文化学専攻 １６５ ２３０ １３９．４
（うち修士課程 （９２） （１０９） （１１８．５）

博士課程） （７３） （１２１） （１６５．８）
言語文学専攻 １０１ １２４ １２２．８
（うち修士課程 （６０） （６３） （１０５．０）

博士課程） （４１） （６１） （１４８．８）
人間システム科学専攻 ８４ １０２ １２１．４
（うち修士課程 （４８） （４７） （ ９７．９）

博士課程） （３６） （５５） （１５２．８）

教育学研究科 １５３ ２０９ １３６．６
教育学専攻 １５３ ２０９ １３６．６
（うち修士課程 （９０） （１１５） （１２７．８）

博士課程） （６３） （９４） （１４９．２）

法学研究科 ３０９ ３５６ １１５．２
法学政治学専攻 １０９ １６０ １４６．８
（うち修士課程 （５０） （９８） （１９６．０）

博士課程） （５９） （６２） （１０５．１）
法律実務専攻 ２００ １９６ ９８．０
（専門職学位課程）

経済学研究科 １７９ １７３ ９６．６
現代経済経営専攻 ４５ ４１ ９１．１
（うち修士課程 （３０） （３１） （１０３．３）

博士課程） （１５） （１０） （ ６６．７）
会計情報専攻 ２０ ２１ １０５．０
（専門職学位課程）
経済システム専攻※１６ ３６ ３５ ９７．２
（うち修士課程 （１８） （１６） （ ８８．９）

博士課程） （１８） （１９） （１０５．６）
現代経済経営専攻※１６ ４４ ５４ １２２．７
（うち修士課程 （２２） （３２） （１４５．５）

博士課程） （２２） （２２） （１００．０）
経営情報専攻※１６ ３４ ２２ ６４．７
（うち修士課程 （２２） （１８） （ ８１．８）

博士課程） （１２） （４） （ ３３．３）
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
名 名） （％）( ) (

理学研究科 ７４４ ７４７ １００．４
数学専攻 １５８ １３２ ８３．５
（うち修士課程 （９２） （８８） （ ９５．７）

博士課程） （６６） （４４） （ ６６．７）
物理学専攻 １３５ １１３ ８３．７
（うち修士課程 （７８） （７７） （ ９８．７）

博士課程） （５７） （３６） （ ６３．２）
化学専攻 １６５ １８４ １１１．５
（うち修士課程 （９６） （１３２） （１３７．５）

博士課程） （６９） （５２） （ ７５．４）
生物科学専攻 １５６ ２０２ １２９．５
（うち修士課程 （９０） （１２６） （１４０．０）

博士課程） （６６） （７６） （１１５．２）
地球惑星科学専攻 １３０ １１６ ８９．２
（うち修士課程 （７６） （６８） （ ８９．５）

博士課程） （５４） （４８） （ ８８．９）

医学研究科 ４８０ ５２６ １０９．６
医科学専攻 ４０ ７２ １８０．０
（修士課程）
生体機能学専攻 ８０ ２０ ２５．０
（博士課程）
病態制御学専攻 １２０ １８６ １５５．０
（博士課程）
高次診断治療学専攻 ９６ １３０ １３５．４
（博士課程）
癌医学専攻 ４８ ５６ １１６．７
（博士課程）
脳科学専攻 ５６ ２７ ４８．２
（博士課程）
社会医学専攻 ４０ ３５ ８７．５
（博士課程）

歯学研究科 １６８ １５４ ９１．７
口腔医学専攻 １６８ １５４ ９１．７
（博士課程）

薬学研究科 １４６ ２０４ １３９．７
生体分子薬学専攻 ５１ ７１ １３９．２
（うち修士課程 （３０） （４８） （１６０．０）

博士課程） （２１） （２３） （１０９．５）
創薬化学専攻 ５１ ７８ １５２．９
（うち修士課程 （３０） （４６） （１５３．３）

博士課程） （２１） （３２） （１５２．４）
医療薬学専攻 ４４ ５５ １２５．０
（うち修士課程 （２６） （３７） （１４２．３）

博士課程） （１８） （１８） （１００．０）

工学研究科 ９３３ １，０３０ １１０．４
応用物理学専攻 ４２ ３７ ８８．１
（うち修士課程 （３４） （３３） （ ９７．１）

博士課程） （８） （４） （ ５０．０）
有機プロセス工学専攻 ３１ ２６ ８３．９
（うち修士課程 （２５） （２３） （ ９２．０）

博士課程） （６） （３） （ ５０．０）
生物機能高分子専攻 ２５ ２４ ９６．０
（うち修士課程 （２０） （２０） （１００．０）

博士課程） （５） （４） （ ８０．０）

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

物質化学専攻 ２２ ２４ １０９．１
（うち修士課程 （１７） （２０） （１１７．６）

博士課程） （５） （４） （ ８０．０）
材料科学専攻 ３７ ２５ ６７．６
（うち修士課程 （３０） （２１） （ ７０．０）

博士課程） （７） （４） （ ５７．１）
機械宇宙工学専攻 ２６ ２７ １０３．８
（うち修士課程 （２１） （２６） （１２３．８）

博士課程） （５） （１） （ ２０．０）
人間機械システムデザイン専攻 ２５ ２９ １１６．０
（うち修士課程 （２０） （２４） （１２０．０）

博士課程） （５） （５） （１００．０）
エネルギー環境システム専攻 ２５ ３１ １２４．０
（うち修士課程 （２０） （２７） （１３５．０）

博士課程） （５） （４） （ ８０．０）
量子理工学専攻 ２２ ２１ ９５．５
（うち修士課程 （１７） （１８） （１０５．９）

博士課程） （５） （３） （ ６０．０）
環境フィールド工学専攻 ２８ ２４ ８５．７
（うち修士課程 （２３） （２４） （１０４．３）

博士課程） （５） （０） （ ０．０）
北方圏環境政策工学専攻 ２３ ２３ １００．０
（うち修士課程 （１８） （２３） （１２７．８）

博士課程） （５） （０） （ ０．０）
建築都市空間デザイン専攻 ２３ ３３ １４３．５
（うち修士課程 （１８） （２７） （１５０．０）

博士課程） （５） （６） （１２０．０）
空間性能システム専攻 ２７ ３５ １２９．６
（うち修士課程 （２２） （２８） （１２７．３）

博士課程） （５） （７） （１４０．０）
環境創生工学専攻 ３５ ３４ ９７．１
（うち修士課程 （２８） （３２） （１１４．３）

博士課程） （７） （２） （ ２８．６）
環境循環システム専攻 ３４ ３０ ８８．２
（うち修士課程 （２７） （２７） （１００．０）

博士課程） （７） （３） （ ４２．９）
システム情報工学専攻※１５ ２７ ２４ ８８．９
（うち修士課程 （０） （０） （ － ）

博士課程） （２７） （２４） （ ８８．９）
電子情報工学専攻※１５ ２３ ３６ １５６．５
（うち修士課程 （０） （０） （ － ）

博士課程） （２３） （３６） （１５６．５）
物質工学専攻※１６ ５８ ６６ １１３．８
（うち修士課程 （３０） （４８） （１６０．０）

博士課程） （２８） （１８） （ ６４．３）
分子化学専攻※１６ ６６ ５５ ８３．３
（うち修士課程 （３４） （４２） （１２３．５）

博士課程） （３２） （１３） （ ４０．６）
量子物理工学専攻※１６ ５７ ４５ ７８．９
（うち修士課程 （２９） （３８） （１３１．０）

博士課程） （２８） （７） （２５．０）
量子エネルギー工学専攻※１６ ４１ ２９ ７０．７
（うち修士課程 （２１） （２１） （１００．０）

博士課程） （２０） （８） （４０．０）
機械科学専攻※１６ ６５ ８２ １２６．２
（うち修士課程 （３３） （６４） （１９３．９）

博士課程） （３２） （１８） （５６．３）
社会基盤工学専攻※１６ ５３ ７４ １３９．６
（うち修士課程 （２７） （５４） （２００．０）

博士課程） （２６） （２０） （ ７６．９）

北海道大学
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北海道大学

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
名 名） （％）( ) (

都市環境工学専攻※１６ ６５ １１２ １７２．３
（うち修士課程 （３３） （７４） （２２４．２）

博士課程） （３２） （３８） （１１８．８）
環境資源工学専攻※１６ ５３ ８４ １５８．５
（うち修士課程 （２７） （６１） （２２５．９）

博士課程） （２６） （２３） （ ８８．５）

農学研究科 ４７３ ５６９ １２０．３
生物資源生産学専攻 １８９ ２２１ １１６．９
（うち修士課程 （１１０） （１３４） （１２１．８）

博士課程） （７９） （８７） （１１０．１）
環境資源学専攻 １４９ １６３ １０９．４
（うち修士課程 （８５） （１０８） （１２７．１）

博士課程） （６４） （５５） （８５．９）
応用生命科学専攻 １３５ １８５ １３７．０
（うち修士課程 （７８） （１３６） （１７４．４）

博士課程） （５７） （４９） （ ８６．０）

獣医学研究科 ９１ ６７ ７３．６
獣医学専攻 ９１ ６７ ７３．６
（博士課程）

水産科学研究科 １６２ ２０７ １２７．８
環境生物資源科学専攻※１６ ８５ １１７ １３７．６
（うち修士課程 （４３） （５８） （１３４．９）

博士課程） （４２） （５９） （１４０．５）
生命資源科学専攻※１６ ７７ ９０ １１６．９
（うち修士課程 （３９） （５５） （１４１．０）

博士課程） （３８） （３５） （ ９２．１）

地球環境科学研究科 ２３８ ２５０ １０５．０
地圏環境科学専攻※１６ ５５ ４０ ７２．７
（うち修士課程 （２９） （２５） （ ８６．２）

博士課程） （２６） （１５） （ ５７．７）
生態環境科学専攻※１６ ８１ ８１ １００．０
（うち修士課程 （４３） （３１） （ ７２．１）

博士課程） （３８） （５０） （１３１．６）
物質環境科学専攻※１６ ４５ ７０ １５５．６
（うち修士課程 （２３） （４５） （１９５．７）

博士課程） （２２） （２５） （１１３．６）
大気海洋圏環境科学専攻※１６ ５７ ５９ １０３．５
（うち修士課程 （３１） （３２） （１０３．２）

博士課程） （２６） （２７） （１０３．８）

国際広報メディア研究科 ９６ １１７ １２１．９
国際広報メディア専攻 ９６ １１７ １２１．９
（うち修士課程 （５４） （６９） （１２７．８）

博士課程） （４２） （４８） （１１４．３）

情報科学研究科 ４３８ ４３４ ９９．１
複合情報学専攻 ５６ ７９ １４１．１
（うち修士課程 （４８） （６５） （１３５．４）

博士課程） （８） （１４） （１７５．０）
コンピュータサイエンス専攻 ６４ ５４ ８４．４
（うち修士課程 （４８） （４７） （ ９７．９）

博士課程） （１６） （７） （ ４３．８）
情報エレクトロニクス専攻 ９４ ８４ ８９．４
（うち修士課程 （７８） （６６） （ ８４．６）

博士課程） （１６） （１８） （１１２．５）

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

生命人間情報科学専攻 ７８ ５８ ７４．４
（うち修士課程 （６６） （４７） （ ７１．２）

博士課程） （１２） （１１） （ ９１．７）
メディアネットワーク専攻 ７６ ９６ １２６．３
（うち修士課程 （６０） （７６） （１２６．７）

博士課程） （１６） （２０） （１２５．０）
システム情報科学専攻 ７０ ６３ ９０．０
（うち修士課程 （５４） （５４） （１００．０）

博士課程） （１６） （９） （ ５６．３）

水産科学院 １２５ １４３ １１４．４
海洋生物資源科学専攻 ６０ ７０ １１６．７
（うち修士課程 （４３） （５１） （１１８．６）

博士課程） （１７） （１９） （１１１．８）
海洋応用生命科学専攻 ６５ ７３ １１２．３
（うち修士課程 （４７） （６３） （１３４．０）

博士課程） （１８） （１０） （ ５５．６）

環境科学院 ２２５ ２０５ ９１．１
環境起学専攻 ５９ ３１ ５２．５
（うち修士課程 （４４） （２３） （ ５２．３）

博士課程） （１５） （８） （ ５３．３）
地球圏科学専攻 ５２ ４６ ８８．５
（うち修士課程 （３７） （３４） （ ９１．９）

博士課程） （１５） （１２） （ ８０．０）
生物圏科学専攻 ７５ ８１ １０８．０
（うち修士課程 （５２） （６２） （１１９．２）

博士課程） （２３） （１９） （ ８２．６）
環境物質科学専攻 ３９ ４７ １２０．５
（うち修士課程 （２８） （３８） （１３５．７）

博士課程） （１１） （９） （ ８１．８）

公共政策学教育部 ３０ ４２ １４０．０
公共政策学専攻 ３０ ４２ １４０．０
（専門職学位課程）

合 計 ５，４０３ ５，９７３ １１０．５
（修士課程） （２，７４０） （３，３７０） （１２３．０）
（博士課程） （２，４１３） （２，３４４） （ ９７．１）
（専門職学位課程） （２５０） （２５９） （１０３．６）

医療技術短期大学部 ２２０ ２３３ １０５．９
看護学科※１５ ８０ ８２ １０２．５
理学療法学科※１５ ２０ ２１ １０５．０
作業療法学科※１５ ２０ ２３ １１５．０
衛生技術学科※１５ ４０ ３９ ９７．５
診療放射線技術学科※１５ ４０ ４８ １２０．０
専攻科助産学特別専攻 ２０ ２０ １００．０

合 計 ２２０ ２２３ １０５．９

（注１）※１５を付した研究科の専攻及び医療技術短期大学部の学科は、平成１５年度入学者をもって募
集を停止した専攻及び学科を、※１６を付した研究科の専攻及び学部の学科は、平成１６年度をも
って募集を停止した専攻及び学科を示す。

（注２）＊を付した学部の各学科における収容定員及び収容数は、２～４年次を示す。
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○ 計画の実施状況等

±１５％を超える差がある主な理由１ 収容定員と収容数に

【学士課程】

学部の学科等 主な理由

文学部 公務員・民間企業等への就職率の低下による就職希望者の
・人文科学科（＋） 留年及び大学院進学希望者による留年のため、４年次の在

籍者数が突出して多く、収容数が超過した。

教育学部 公務員・教員採用試験等の受験希望者による留年のため、
・教育学科（＋） 収容数が超過した。

、法学部 司法試験及び公務員試験等の受験希望者による留年のため
・法学課程（＋） 収容数が超過した。

経済学部 公務員・民間企業等への就職率の低下による留年者が依然
・経済学科（＋） 相当数存在するため、収容数が超過した。

理学部 教育に支障をきたさない範囲での編入学者の受入れ増によ
・物理学科（＋） り、３・４年次学生が増えたため、収容数が超過した。

工学部 留年者が多かったため、収容数が超過した。
・材料工学科（＋） なお、留年学生に対しては、メンター教育・インタビュー
・応用物理学科（＋） などきめ細かな対応をしている。

・３年次編入学（＋） 入学形態の多様化を推進すべく、学部教育及び各学科での
教育に支障のない限りで３年次編入学希望者を積極的に受
け入れている。なお、学部学生全体に占める編入学生の割
合は、１．６％であり教育上の問題はない。

、水産学部 ３年次進級時の全学教育の単位未修得者による留年のため
・海洋生産システム学科（＋） 収容数が超過した。

・水産教員養成課程 各学科共通 － 水産教員養成課程の学生定員については、各学科に均等に（ ）（ ）
なるよう学生を配属しているため、本課程の収容数は０人
となった。
なお、本学部においては、平成１８年度からの組織再編に
伴い、同課程の収容定員について見直した。

【修士課程】

研究科の専攻等 主な理由

文学研究科 研究領域の特性として先行研究を踏まえるために時間を要
・思想文化学専攻（＋） すること、社会人学生が論文執筆の時間確保が困難なこと
・歴史地域文化学専攻（＋） による留年があった。また、フィールドワークにおける資

料収集や、外国語の文献解読力の習得に時間を要し、修士
論文作成に時間がかかっている学生がおり、収容数が超過
した。

教育学研究科 定員と入学者数はほぼ同数であるが、社会人特別選抜を実
・教育学専攻（＋） 施して積極的に社会人を受け入れており、社会人の占める

割合が高い（４２．６％）ことが特徴となっている。社会
人学生は、職業に就いている等の理由により、標準修業年
限を超えて在学する傾向が強いため、収容数が超過した。

法学研究科 司法試験及び公務員試験等の資格試験受験希望者による留
・法学政治学専攻（＋） 年のため、収容数が超過した。

経済学研究科 就職未決定者の自発的留年の増加や、社会人学生等で修士
・現代経済経営専攻（＋） 論文を提出できずに在籍している者が増加したため、収容

数が超過した。
、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い

左記専攻の学生募集を中止した。

・経営情報専攻（－） 本専攻は主に会計学を柱にしており、税理士法改正の影響
により、平成１４年度以降入学者が減少し、収容数が減少
した。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

理学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるとともに、博
・化学専攻（＋） 士課程において優秀な人材を確保するために、教育に支障
・生物科学専攻（＋） をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収容数

が超過した。

医学研究科 修士課程と博士課程の一貫教育による医科学研究者・教育
・医科学専攻（＋） 者となる人材の育成を目指し、将来の博士課程（基礎医学

分野）への進学を奨励しており、成績優秀者を多く受入れ
ているため、収容数を超過した。

薬学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・生体分子薬学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・創薬化学専攻（＋） 容数が超過した。
・医療薬学専攻（＋）

工学研究科 各専攻の修士課程修了者に対する社会的評価は高く、入学
・物質化学専攻（＋） 希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に支障
・機械宇宙工学専攻（＋） をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収容数
・人間機械システムデザイン専攻（＋） が超過した。
・エネルギー環境システム専攻（＋）
・北方圏環境政策工学専攻（＋）
・建築都市空間デザイン専攻（＋）
・空間性能システム専攻（＋）

、・材料科学専攻（－） 本専攻に該当する工学部からの卒業者数が少なかったため
収容数が下回った。

・物質工学専攻（＋） 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・分子化学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・量子物理工学専攻（＋） 容数が超過した。

、 、・機械科学専攻（＋） なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
・社会基礎工学専攻（＋） 左記専攻の学生募集を中止した。
・都市環境工学専攻（＋）
・環境資源工学専攻（＋）

農学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・生物資源生産学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・環境資源学専攻（＋） 容数が超過した。
・応用生命科学専攻（＋）

水産科学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・環境生物資源科学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・生命資源科学専攻（＋） 容数が超過した。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

水産科学研究院 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・海洋生物資源科学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・海洋応用生命科学専攻（＋） 容数が超過した。

地球環境科学研究科 本研究科は学部を持たないため、応募者数が年度によって
・生態環境科学専攻（－） 変動した。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

・物質環境科学専攻（＋） 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
容数が超過した。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。
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環境科学院 本専攻は目的指向・分野統合という新たな概念に基づき、
・環境起学専攻（－） 平成１７年度に設置した。ほとんどの入学生は２月末の入

試、すなわち通常なら補欠募集に相当する時期の入試を受
けたため、入学者が少ない。なお、平成１８年度入学者に
ついては、８月末に入試を行い、定員に相当する入学者数
となった。

・生物圏科学専攻（＋） 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・環境物質科学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収

容数が超過した。

国際広報メディア研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・国際広報メディア専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収

容数が超過した。

情報科学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・複合情報学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・メディアネットワーク専攻（＋） 容数が超過した。

、・情報エレクトロニクス専攻（－） 平成１６年度の本研究科設置時に新設した研究室において
・生命人間情報科学専攻（－） 学生を確保するための十分な時間的余裕がなかったことが

本年度にも影響している。
昨年来、東京で入学試験を実施するなどして定員充足率の
向上に努めている。

【博士課程】

研究科の専攻等 主な理由

文学研究科 現地調査による資料収集・分析に時間を要したり、海外留
・歴史地域文化学専攻（＋） 学により留年する学生が多いことなどにより、収容数を超
・言語文学専攻（＋） 過した。
・人間システム科学専攻（＋）

教育学研究科 定員と入学者数はほぼ同数であるが、社会人特別選抜を実
・教育学専攻（＋） 施して積極的に社会人を受け入れており、社会人の占める

割合が高い（４５．６％）ことが特徴となっている。社会
人学生は、職業に就いている等の理由により、標準修業年
限を超えて在学する傾向が強いため、収容数が超過した。

経済学研究科 博士課程修了後の就職不安による志願者の減少がある。他
・現代経済経営専攻（－） 面では、近年における就職状況の好転により研究者志願者

すなわち博士課程への志願者が減少した。

・経営情報専攻（－） 経過年度において、税理士法改正の影響により、入学者の
主なルートである修士課程の学生数が減少した結果、博士
課程においても収容数を下回った。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

理学研究科 これらの分野における研究・開発職の需要不足から志願者
・数学専攻（－） が少ない。また、教員の辞職・転出等による交替が多く、
・物理学専攻（－） 学生確保に時間不足があったため、収容数を下回った。
・化学専攻（－）

（ ） 、・生物化学専攻（＋） 過年度入学者 オーバードクター１１名 が滞留したため
収容数が超過した。

医学研究科 基礎医学分野から構成される専攻のため志願者が少なく、
。 、 、・生体機能学専攻（－） 収容数が下回った しかし 修士課程医科学専攻において

・脳科学専攻（－） 修士課程と博士課程の一貫教育による医科学研究者・教育
者となる人材の育成を目指し、基礎医学分野から構成され
る専攻への進学を奨励しており、数年後の定員充足率の改
善が期待できる。

・病態制御学専攻（＋） これらの専攻は主に臨床分野から構成されている。地方の
・高次診断治療学専攻（＋） 医療を支えなければならないという北海道の特殊事情によ

・癌医学専攻（＋） り、臨床系大学院学生のなかには、地域医療に貢献してい
る学生が多い 、そのため博士論文の提出が遅れるなど、。
４年間の標準修業年限を超える学生がおり、収容数が超過
した。

薬学研究科 近年、博士課程入学希望者は減少傾向にあり、毎年入学定
・創薬化学専攻（＋） 員と同程度の数が入学している。しかし、この２年に限り

入学希望者が多かったため、教育に支障をきたさない範囲
で優秀な学生を入学させたため、収容数が超過した。

工学研究科 修士課程修了者に対する社会的評価は高く、求人倍率が極
・応用物理学専攻（－） めて高い。よって多くの修士課程修了者が企業に就職して
・有機プロセス工学専攻（－） しまう。また、学生の一般的な意識として、博士学位取得
・生物機能高分子専攻（－） 後の就職についての不安をぬぐいきれていない。これらの
・物質化学専攻（－） 理由によって、収容数が下回る結果となった。
・材料科学専攻（－） また、平成１７年度の本研究科の組織再編により専攻が小
・機械宇宙工学専攻（－） 規模になり、博士課程応募者人数の変動を吸収あるいは平
・エネルギー環境システム専攻（－） 均化できなかった面もある。
・量子理工学専攻（－）
・環境フィールド工学専攻（－） なお、本研究科においては秋季入学を実施しており、平成
・北方圏環境政策工学専攻（－） １７年１０月はこれらの専攻全体で１６名の入学者があっ
・環境創生工学専攻（－） た。
・環境循環システム専攻（－）

・建築都市空間デザイン専攻（＋） 本専攻にかかる社会人博士のニーズが非常に多くなり、入
・空間性能システム専攻（＋） 学希望者が多く、また優秀な人材が集まるようになったた

め、収容数が超過した。
また、平成１７年度の本研究科の組織再編により専攻が小
規模になり、博士課程応募者人数の変動を吸収あるいは平
均化できなかった面もある。

・電子情報工学専攻（＋） 社会人を含む入学希望者の増加及び社会的ニーズに応える
・都市環境工学専攻（＋） ため、教育に支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学さ

せたため、収容数が超過した。
なお、本研究科においては平成１６・１７年度の組織再編
に伴い、左記専攻の学生募集を中止した。

・物質工学専攻（－） 修士課程修了者に対する社会的評価は高く、求人倍率が極
・分子化学専攻（－） めて高い。よって多くの修士課程修了者が企業に就職して
・量子物理工学専攻（－） しまう。また、学生の一般的な意識として、博士学位取得
・量子エネルギー工学専攻（－） 後の就職についての不安をぬぐいきれていない。これらの
・機械科学専攻（－） 理由によって、収容数が下回る結果となった。

、 、・社会基盤工学専攻（－） なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

獣医学研究科 経済状況の悪化により、博士課程に進学する学生が減り、
・獣医学専攻（－） 収容数を下回った。

水産科学研究科 修士課程の充足率が高くなったことに起因して、収容数が
・環境生物資源科学専攻（＋） 超過した。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

水産科学研究院 修士課程修了者の社会的ニーズが多く、修了時に就職する
・海洋応用生命科学専攻（－） 学生が多いため、収容数が下回った。

なお、１０月入学の学生が５名おり、その結果、充足率は
８３．３％となった。

地球環境科学研究科 １４・１５年度修士課程修了学生が少なかったため、収容
・地圏環境科学専攻（－） 数が下回った。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。

・生態環境科学専攻（＋） １４・１５年度修士課程修了学生が多く、進学希望者が優
秀であったため、教育に支障をきたさない範囲で学生を入
学させ、収容数が超過した 。。

、 、なお 本研究科においては平成１７年度の組織再編に伴い
左記専攻の学生募集を中止した。
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環境科学院 環境起学専攻は目的指向・分野統合という新たな概念に基
・環境起学専攻（－） づく専攻であり、専攻間の移動は可能であるものの、設置
・地球圏科学専攻（－） 年度である平成１７年度は、他研究科や他大学から入学生
・生物圏科学専攻（－） を受入れなければならなかったため、入学者が少ない。こ
・環境物質科学専攻（－） の状態は通常の入学試験を行った１８年度修士課程入学者

が博士課程に入学する２０年度に解消されると予想してい
る。
その他の専攻は、地球環境科学研究科１６年度修士課程修
了学生が少なかったため、収容数が下回った。
なお、平成１８年度入試からは８月末にも募集を行い、他
大学からの入学者が増えた。

情報科学研究科 入学希望者の増加及び社会的ニーズに応えるため、教育に
・複合情報学専攻（＋） 支障をきたさない範囲で優秀な学生を入学させたため、収
・メディアネットワーク専攻（＋） 容数が超過した。

、・コンピュータサイエンス専攻（－） 平成１６年度の本研究科設置時に新設した研究室において
・システム情報科学専攻（－） 学生を確保するための十分な時間的余裕がなかったことが

本年度にも影響している。
広報活動を通して学生の確保に努めるとともに、社会人特

。別選抜や外国人特別選抜による学生の受入に努力している

【専門職学位課程】

研究科の専攻等 主な理由

公共政策学教育部 平成１７年度は設置一年目であり、一回目の入試において
・公共政策学専攻（＋） は社会人の受験が多く、優秀な受け入れるべき人材が多か

、 、ったため 教育に支障をきたさない範囲で学生を入学させ
収容数を超過した。

【医療技術短期大学部】

学 科 等 主な理由

、・作業療法学科（＋） 本短期大学部は卒業時に各医療職種の国家試験があるため
・診療放射線技術学科（＋） 進級判定を厳しく行ってきた。このため、留年の学生がお

り、収容数が超過した。
なお、本短期大学部は平成１６年度から学生募集を中止し
ており、閉校予定の平成１９年３月までには全員卒業する
予定である。

２ 秋季入学の実施状況及び入学者数（平成１７年１０月）

修士課程：法学研究科（０名） 理学研究科（３名） 薬学研究科（０名）
工学研究科（７名） 農学研究科（５名） 環境科学院（０名）
情報科学研究科（２名）

博士課程：法学研究科（２名） 理学研究科（４名） 薬学研究科（４名）
工学研究科（１９名）農学研究科（９名） 獣医学研究科（１名）
水産科学院（８名） 環境科学院（２名） 情報科学研究科（８名）


